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野球肘は学童野球選手の 4 人に 1 人の割合で起こると言われている疾患で、その原因解

明と予防の取り組みはスポーツ医学分野における重要課題のひとつです。当センターでは

ジュニア競技力向上事業の一環として、成長期の子どもの野球肘予防を目的に、実際に測

定された身体機能や動作特性のデータをもとに考案されたケガをしにくくなる運動プログ

ラムを提供する活動を行っています。また、平成 25 年度より少年野球メディカルチェック

事業を展開し、その成果を学会や学術雑誌、講演会などで発信してきました。 

 

メディカルチェックの内容 

今年度の少年野球メディカルチェックが、去る 12 月 23 日、1月 7日、8日、14 日の 4日

間で開催されました。近隣区の学童野球選手 618 名を対象に、リハビリテーション科スタ

ッフ 9名で検査を行いました。検査の内容は、超音波機器による肩・肘のケガのチェック、

姿勢、肩甲骨周囲筋の筋力、肩・股関節の柔軟性、バットのスウィングスピード、投球動

作でした。測定結果はその場でフィードバックされ（資料参照）、選手個人の身体の状態と

投球障害予防プログラム Yokohama Baseball-9+（YKB-9+）の伝達が行われました。 

 

▲超音波機器による肩・肘のケガのチェックの様子。選手も検査者もドキドキの瞬間。 



 

 

▲肩甲骨周囲筋の筋力検査の様子。どの選手も頑張っていました。 

 

 

▲姿勢検査の様子。「おじさん」判定の選手は苦笑い。 

 



 

▲バットのスウィングスピード測定の様子。チームメイトで競い合い。 

 

 

▲投球動作の測定の様子。やはり、みんなこれが一番楽しそうでした。 

 



 

▲検査結果はその場でフィードバックされます。ケガの予防に活かしてほしいですね。 

 

メディカルチェックの結果 

今年度の野球肘の発生率は全対象者中 9.8％と、5年間の活動を通じ、半数以下まで減少

していました（初年度は 24.9％）。一方で、離断性骨軟骨炎と呼ばれる外側の野球肘は今年

も一定数発生していました（発生率 1.5%）。離断性骨軟骨炎は重症化すると日常生活にも何

らかの症状が残ると言われており、発生要因の解明とその予防を行う必要があります。今

後も、地域に密着した傷害予防活動を行うことで、子どもたちが元気に野球を続けられる

よう、安全なスポーツ環境を整えていきます。 



 


